占領下日本の民主化と教育･文化:無着成恭の思想と活動 by 雨田 英一
占領下日本の民主化と教育･文化
―無着成恭の思想と活動―
雨 田 英 一
は じ め に



















































































































































































月謝は、東置賜郡漆山村青年学級で 30 円。歳入は総額 128,500 円、内、生徒負担


























































































































































































































































































































































































須藤克三編著『「山びこ学校」から何を学ぶか』(青銅社、1951 年 11 月)は多くの批評･論
考を収録している。










(5)「「山びこ学校」師弟対談 無着成恭･佐藤藤三郎」『朝日ジャーナル』(1960 年3月 27 日
号)316-318 頁。
(6) 佐藤藤三郎『25 歳になりました』(百合出版、1960 年2月)125 頁。






(8) 無着成恭「日記 1948 年5月1日」「同5月 10 日」『ぼくの青春時代』(日本図書センター、
2000 年 12 月)106-112 頁。
(9) 無着成恭「草笛を吹こう」『草酣』(1947 年 12 月、19 号)16 頁。
(10) 無着成恭「日記 1948 年5月6日」、同前『ぼくの青春時代』109 頁。
(11) 100 周年記念事業･記念誌編纂部『山元学校の 100 年』(上山市立山元小･中学校創立 100 周






形県教育委員会社会教育資料 34 輯 社会教育課編、山形県教育委員会、1951 年)2頁。
(14)「青年学級の起こり」同前書所収、5頁。




(18) 無着成恭「日記 1948 年5月6日」、前掲『ぼくの青春時代』109 頁。
(19) 無着成恭「日記 1948 年5月6日」、同前『ぼくの青春時代』109-111 頁。
(20) 前掲『山元学校の 100 年』213 頁。
(21) 前掲、佐藤『25 歳になりました』20 頁。
(22) 昼間の授業は 1948 年から 1950 年まで続いた。昼間でも通えたのは「村には大勢の青年男
女がいたので、農作業から労働力をさいてくることはさほど問題でなかった、また青年学
校のなごりも残っていて、週に一日程度の暇をとるのはどこの家でも公認だった」からで
あった。前掲『山元学校の 100 年』214 頁。
(23) 同前『山元学校の 100 年』214-215 頁。
(24) 無着成恭「青年と教育」1954 年日付不明。前掲、無着『ぼくの青春時代』233 頁。
(25) 無着成恭「1949 年の日記」、日付不明。同前『ぼくの青春時代』130-134 頁。
(26) 前掲『山元学校の 100 年』214 頁。
(27) 無着成恭「1949 年の日記」、前掲、無着『ぼくの青春時代』132-133 頁。
(28) 前掲、無着『無着成恭の昭和教育論』47-50 頁。
(29) 前掲『山元学校の 100 年』214 頁。
(30)「キクエの手紙」1954 年6月 19 日付、前掲、無着『ぼくの青春時代』211-214 頁。
(31)「千寿子の手紙」1954 年6月 15 日付、同前『ぼくの青春時代』214-215 頁。
(32) 前掲、無着『無着成恭の昭和教育論』31-32 頁。










第四講 余剰価値の生産(中略) 第九講 独占資本主義(その二)。(研進社、1948 年1月)






(36) 前掲、佐藤『25 歳になりました』22 頁。








(42) 前掲、佐藤『25 歳になりました』38 頁。
(43) 佐藤藤三郎『村からの視角』(ダイヤモンド社、1973 年 12 月)22 頁。
(44) 同前『村からの視角』21 頁。
(45) 無着成恭「昭和 27 年 5月 11 日」の日記、前掲、無着『ぼくの青春時代』179 頁。
(46) 無着成恭「3．農業協同組合選挙について」、同前『ぼくの青春時代』216 頁。
(47) 無着成恭「4．独立していてこそ」、同前『ぼくの青春時代』220-221 頁。







(54) 清水幾太郎「今日の教育哲学」(『思想』岩波書店、1951 年4月号)269-271 頁。
“REPORT OF THE United States Education Mission to Germany”1946.
“REPORT OF THE UNITED STATES EDUCATION MISSION TO JAPAN”1946.5.
藤本昌司他『戦後教育の原像』(鳳書房、1955 年9月)参照。








(60)『国立教育研究所紀要 第 10 集 青年学級に関する研究』(国立教育研究所、1958 年3月)
129 頁。












頁。原 典 は、“REPORT OF THE UNITED STATES EDUCATION MISSION TO
JAPAN”19 頁。
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